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取付け前のご注意とお願い・取付けのポイント
●取付け前に各部材を必ず検品してください。万一製品に不具合があった場合は、必ず取付け前にお買い上げ店
までご連絡ください。取付け後の色調・木理具合・キズなどによる交換は、お受けできませんのでご了承願い
ます。

●集成タイプは集成材を使用しており、天然木特有の微妙な色柄が持ち味となっています。部材の取付け前に必
ず、仮並べをして色柄を組合わせてください。

●本製品は屋内用です。土足で使用する場所や水がかかったり、極端に湿度が高い所には使用できません。
万一、濡れた場合は、すぐに乾いた布でふき取り、乾燥させてから養生してください。

（基材の膨れや化粧単板のワレ・シミなどの原因となります。）
●運搬・加工時にはキズを付けないよう丁寧に取扱ってください。又、開梱状態で水がかかったり、直射日光の
当たる場所に置かないでください。（ソリ・ねじれなどの原因となります。）

●階段取付け部の柱が垂直および水平方向に直角となっているか確認してください。又、廻り側板どうしは、
必ず直角となるように取付けてください。

●側板・廻り側板は、必ず取付け場所に段割の墨出しをしてください。又、捨てベニヤなどに廻り踏板の原寸を
おこして、納まりと取付け位置を確認してから切断してください。

●側板・桁・親柱などを受ける床下部分には、梁や大引などの受け材が必要です。廻り踏板や踊り場の下地にも、
根太など補強材を入れてください。踊り場の下地には60×30mm以上の補強材を必ず組上げてください。（ね
じピッチ303mm以内）

■取付け前のご注意とお願い

●躯体（柱）との取付けに、釘・ねじなどを使用する場合は、部材の割れを防止するため、使用する釘・ねじの
5～7割程度のガイド穴をあけてください。

●部材どうしを接着する場合は、塗装面を十分に荒らしてから接着してください。
●部材の接着は、市販の木工ボンドで可能ですが、踏み鳴りやガタツキの予防や、より強度が必要な場合には、
下記の接着剤をおすすめします。

　階段部材……コニシ：ネダボンドＷ1000
　手すり・子柱……エポキシ系（セメダイン：ＰＭ-165）
●取付け後は木くず・砂・ゴミなどを完全に取除き、養生シートやベニヤなどですき間なく養生してください。そ
の際必ず、有償部品で設定している養生テープをご使用ください。市販のガムテープなどは粘着力が強いた
め、化粧板や塗膜のハガレの原因になります。

●ホコリ・軽い汚れは乾いた布でふき取ってください。
●取付け完了後48時間（接着剤の硬化時間による）は不要な力をかけないでください。接合部の接着不良による
ガタツキなどの原因となります。

●集成材仕様の取付けについて
・無塗装品については、必ず表面と裏面も現場で塗装を行ってください。
・集成材は湿度の変化により木材特有の伸縮が発生し、取付け後にソリ、亀裂、すき間などが発生する場合があ
ります。十分に補強を行ってください。
●取付け中に誤ってキズを付けてしまった場合は、有償部品で設定しているリビング建材補修キット、補修
液、補修用ウッドパテで補修してください。詳細はカタログでご確認ください。

■取付けのポイント
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プレカットの加工内容
1踏板・踊り場・上段框

部材名

踏　　　板

2段廻り踏板

3段廻り踏板

踊　り　場

上　段　框

加工内容

●蹴込溝加工詳細

略　　図 特記事項

間口方向は現場カットと
なります。
踏板幅は発注時に選択と
なります。

図は右廻りを示します。
間口方向は現場カットと
なります。

図は右廻りを示します。
間口方向は現場カットと
なります。

間口方向は現場カットと
なります。

間口方向は現場カットと
なります。
12mm厚床材をのせる
しゃくり加工済です。

※1：集成タイプは10ｍｍ、ベー
シックタイプ・Sタイプは
６ｍｍとなります。

※2：Sタイプは30ｍｍのみの
設定となります。

3
6
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（踏板幅選択）



2側　板

部材名

側　　　板

加工内容 略　　図 特記事項

●部材上端切りっぱなし。

●上段框の大入れ加工なし。
（現場加工）

　上段框下の蹴込溝加工まで。

●踏板加工溝は、鼻段から蹴
込溝まで平行カット、後部
は4°傾斜付きです。

●側板の上下連続加工
　(側板の木取り方)
　側板のＡとＢ、Ａ′とＢ′は、
つなげて加工してあります。
　つなぎ目の間隔は2.5Ｐ
　です。

■踏板加工詳細図

■くさびを打ち込むときのお願い

●上下端部は現場の納まりに応じて切断
後、同梱の木口材を張ってください。
踏板を取付ける場合は、必ず堅木の
くさびを使用してください。

①踏板を側板の後方より打ち込んで
ください。

②踏板の前面が側板のR3加工の手前まで
入ったところでくさびを入れ仮固定して
ください。

③踏板を打ち込み、踏板の前面と
側板加工の間のすき間をなくして
ください。

※すき間がある状態でくさびを本打ちした場合、側板加工の上部に踏板上面が強く抑え
つけられ、食い込み量が増加し、結果側板がめくれあがる現象が発生いたします。

④くさびを本打ちして、踏板を固定して
ください。

●階段を固定する際のご注意
踏板の奥行き寸法とプレカット加工寸
法には公差があり、場合によっては、
蹴込板と踏板との接合部にすき間を生
じる可能性がありますが、目立たない
部分にできるすき間であり、仕様上問
題ではありません。しかし、こちらの
すき間をなくしたい場合は、蹴込板を
入れる前に、側板の蹴込溝を現場でノ
ミで削って調整してください。

Ｐ

2.
5Ｐ

Ａ

Ｂ

Ｂ′

Ａ′Ａ

Ｂ

3

踏板大入れ加工
（深さ10ｍｍ）
蹴込板溝加工
（深さ10ｍｍ）

踏板
R3 踏板

側板

側板
プレカット
加工R3

踏板

側板

側板加工と踏板の
前面を合わせた段
階でくさびの本固
定を行います。

Ｒ3 踏板

側板

くさびは一旦
仮固定の状
態にします。

Ｒ3 踏板

側板
くさび

R3

R3

※溝深さ10ｍｍ

3
6
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3
0
）
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3廻り側板

部材名

廻り側板

加工内容 略　　図 特記事項

●部材上下端切りっぱなし。
●最上部踏板加工なし、蹴
込板加工まで。
●踏板加工溝は段鼻から蹴
込溝まで平行カット、後
部は1.8°傾斜付きです。
●6段廻り側板と3段廻り
板加工のＡ、Ｂは同一
加工となります。

●上段廻り側板Ｂと下段廻
り側板Ａは、
　柱芯々寸法が1000ｍｍ
まではＬ＝2400の廻り
側板1本に、芯々寸法が、
1000ｍｍをこえるとＬ
＝3000の廻り側板1本
に加工されます。

●切断方法：
　ハッチング内幅150ｍｍ
の中で、納まり・つなぎ
方を考慮して切断して
ください。
※踏板の納め方によって
は、基準点をこえて切断
する場合もあります。

●接続基準点は、廻り側板柱直付け・段鼻柱芯または蹴込柱芯の場合の側板内接面入り隅部です。
※壁厚や納まりの対応で、接続基準点をずらして取付ける場合は、【■P.72段鼻をずらす】の側板の接合と接続基準点を
参照してください。

Ａ
Ｂ

接続基準点

段鼻柱芯納め 蹴込板

1 6

2 5

6
5

3 4

4

2
3

5

1
2

接続基準点

●廻り側板（6段廻りの場合）

●廻り側板（3段廻りの場合）

●廻り側板部材加工

Ａ

Ｂ

1

2
3

3
2

1
2

接続基準点 接続基準点

Ａ

Ｂ

30

6060
30

15060

Ｃ

踏板・蹴込板とも大
入れ加工
（深さ10ｍｍ）
※蹴込溝加工は廻り
側板に直角加工。



各部材の接合と納まり（段鼻柱芯）
■床─側板─廻り側板─廻り側板─側板─上階床

■イ部詳細図 ■ロ部詳細図 ■ハ部詳細図

■ニ部詳細図 ■ホ部詳細図

※納まり図は段鼻柱芯の場合の図を示してお
ります。
※段鼻の設定位置によって、側板と廻り側板
の接続位置は変わりますので、必ず躯体に
墨出しして納まりを確認してから仕口の切断・
加工してください。接続基準点

イ部ロ部ハ部

1

2

3

4

9
1
0

ニ部

ホ部

5 6 7 8 9 10

910

2階床面

45

踏み板取付
け時に、
梁下が当
たらぬよう
注意

幅
木

段鼻柱芯の接続点

45

接続基準点

大入れは現場加工

1
0
5

105

段鼻柱芯の接続点

添え木45～60角

45

基準点

45

幅木床面

5



各部材の接合と納まり（蹴込柱芯）
■床─側板─廻り側板─廻り側板─側板─上階床

■イ部詳細図 ■ロ部詳細図 ■ハ部詳細図

■ニ部詳細図 ■ホ部詳細図

※納まり図は蹴込柱芯の場合の図を示してお
ります。
※段鼻の設定位置によって、側板と廻り側板
の接続位置は変わりますので、必ず躯体に
墨出しして納まりを確認してから仕口の切断・
加工してください。

2階床面

45

踏み板取付
け時に、
梁下が当
たらぬよう
注意

幅
木

蹴込柱芯の接続点

45

接続基準点

大入れは現場加工

1
0
5

105

蹴込柱芯の接続点

添え木45～60角

45

基準点

45

幅木床面

6

接続基準点

イ部ロ部ハ部

1

2

3

4

9
1
0

ニ部

ホ部

5 6 7 8 9 10

910



廻り側板の接合と接続基準点

●接続基準点は、【廻り側板柱直付け・
段鼻柱芯または蹴込柱芯】の場合側板
内接面入り隅部となります。

　基本的に廻り側板の接続は基準点で
接続してください。（図-1）

※基準点を挟んで上下の廻り側板は平行
に加工されていますので、現場の納ま
りによって接続位置をずらしても接続
できます。

●壁厚調整や納まりの都合で、段鼻をず
らしたり、廻り側板を柱面より内側へ
ずらして取付ける場合には、次の方法
を参考にしてください。

1基本接合

 

●段鼻を柱芯からａ寸法(最大60mm)
ずらして納める場合。（図-2）
(3・6段廻り段鼻柱面納めなど)

※2・4段廻りは対応できません。
　この場合上下の段鼻は矢印方向へａ寸
法ずれ、接続位置は基準点から同方向
へａ寸法ずれます。

　又、矢印と反対方向にも、同様にずら
すことができます。

2段鼻をずらす

※説明はすべて側板を階下から取付けた場合です。上階から取付ける場合は逆になります。

接続基準点

（図-1）

段鼻柱芯の場合

蹴込柱芯の場合

接続基準点

3
0
°

30
°
30°

3
0
°

30
°
30°

接続基準点

廻り側板B

B

A

（図2）

ａ

ａ

ａ

ａ

Ａ

Ｂ

接続基準点

接続基準点

接続基準点

接続基準点

ずらしたときの接続位置

接続基準点

1

2

3 4
5

6

廻り側板Ａ

ａ
ａ

ａ

7

接続基準点

3
0
°

30
° 3
0°



●壁下地の厚さや、チリ寸法の都合で、
図のように柱面からａ寸法ずらして
取付ける場合。

■2・3段廻りの場合
●廻り踏板（1）（3）の段鼻は矢印方向へ
ａ寸法ずれますが、上下側板との接続
側Ａ・Ｂを基準点から同寸法（ａ＝ｂ）
となるように切断すると、段鼻は元の
位置になります。

※2段廻りの場合は必ず（ａ＝ｂ）として
ください。

　3段廻りは【■P.72段鼻をずらす】
の方法でもできます。

■4・6段廻りの場合
●廻り踏板（1）（4）の段鼻は矢印方向へ
ａ寸法ずれ、廻り踏板（6）は↓方向に
4ａずれます。

●上下側板との接続側Ａ、Ｂを切断する
ことにより、ズレを小さくします。

3柱面より内側へずらす

こちら側の接続基準点は
ずれます。4段廻りの場
合には、蹴込み溝の再加
工が必要となります。

1

2

ＢＡ

3 4

5

6

Ａ

Ｂ

2

1

3

ａ

ｂ

ａ

ａ

接続基準点
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基本プランと取付けのポイント（一般例）

●基準点接続の場合は、Ｘ部分で切断して
ください。
　廻り側板の接続部分は、直付け・片木
大入れなどの仕口によって再度加工し
てください。
●廻り側板を柱面より内側へずらして
取付ける場合は、基準点を変えない
でください。(図-1)
　段鼻位置を変えたい場合は、ａ＝ｂと
なるようにＹ、Ｚ側を均等に切断して
ください。(図-2)

12段廻り

※説明はすべて側板を階下側から取付けた場合です。また納まり図は、段鼻柱芯で示しております。

Ｂ

蹴込み溝は、側板に直角加工

Ａ

Ａ＋Ｂ

Ｙ Ｘ

Ｚ60 ａ ｂ

6060

30

30

Ｙ

Ｘ Ｚ

Ｙ

Ｚ

ａ

ｂ
(図-1) (図-2)

9



Ｂ

蹴込み溝は、側板に直角加工

Ａ

Ａ＋Ｂ

Ｘ
60

6060

30

30

23段廻り

届かない部分(図-1) (図-2)
●基本的には、段鼻柱芯または蹴込柱芯
で基準点接続としてください。

●基準点接続の場合は、X部分で切断
してください。

　廻り側板の接続部分は、直付け・片木
大入れなどの仕口によって再度加工し
てください。

●段鼻柱面納まりの場合は【■P.72段
鼻をずらす】の説明にしたがって切断
してください。

（図-1）
※柱間が集成タイプは芯々1150mm以
上、ベーシックタイプは芯々1120mm
以上の場合に、段鼻柱芯以外の納め
方にしますと、踏板が廻り側板に届
かなくなる場合がありますのでご注意
ください。

　(図-2)
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●基本的には、段鼻柱芯または蹴込柱芯
で基準点接続としてください。

●壁厚調整などのために廻り側板を柱面
より内側へずらす場合、階下側接続位
置Ａは基準点接続とし、上階側接続位
置Ｂは矢印方向にずらします。（【■
P.83柱面より内側へずらす】参照）
※廻り側板（Ａ＋Ｂ）を切離す際、切断
位置に注意してください。

34段廻り

ＢＡ

60

6060

30

30

Ｃ 60

30

Ａ＋Ｂ

Ｃ

基準点接続

蹴込み溝は再加工
してください

廻り側板Ｂの基準点

踏板と中央柱との掛かりに注意してください

Ａ Ｂ

蹴込み溝は、側板に直角加工
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●基本的には、段鼻柱芯または蹴込柱芯
で基準点接続としてください。

●段鼻柱面納まりの場合は【■P.72段
鼻をずらす】にしたがって切断してく
ださい。

●壁厚調整などのために柱面より内側へ
ずらす場合、上記の方法でもできます
が、Ｃ廻り側板を左右にずらさずＡ・
Ｂ廻り側板だけ側板方向にずらしても
取付けられます。

46段廻り

Ｂ

蹴込み溝は、側板に直角加工

Ａ

60

6060
30

Ｃ

60

30

Ａ＋Ｂ

Ｃ

60

左右にずらさない

1 6

2 5
3 4
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10ｍｍ

2
0
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ｍ

側板上部

側板上部

現場切断

現場切断

側板下部

側板下部

廻り側板
上部

廻り側板
上部

廻り側板
下部

廻り側板
下部

接続用溝加工

接続用溝加工

すき間のないこと

接続用溝加工

廻り側板
差込み溝

接続用溝加工

現場切断

現場切断

現場切断

側板・廻り側板の接続用溝加工を選択した場合

■イ部詳細図

■ロ部詳細図

■ハ部詳細図
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(図-1)

(図-2)(図-1)

●側板と廻り側板の接続加工
　接続用溝加工に沿って部材を切断し、取付けてください。
●廻り側板コーナー部の接続加工
　・接続用溝加工に沿って部材を切断してください。
　　※差込み溝深さ分の切欠き加工も必ず行ってください。(図-1)
　・差込み溝加工に切断した側板を差込んで接続し、固定してください。
　　※隙間が出ないように確実に差込んでください。(図-2)

各部材の接合と納まり（段鼻柱芯）
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